
(57)【要約】

【課題】　この発明は、超高温炎の生成、超高温燃焼炉

及びごみ等焼却装置並びに分離装置を得ることを目的と

したものである。

【解決手段】　この発明は、コークスに酸素と水分とを

供給しつつプラズマ放電させて高温炎を生成し、この高

温炎により、前記水分を水素と酸素に分解して、これを

燃焼させ、超高温炎を生成することを特徴とした超高温

炎生成方法と、耐火壁で囲まれた炉内の中央部に、ロス

トルを設置し、該ロストル上へのコークス供給部を設け

ると共に、放電用の電極を配置し、ロストルの中央部に

酸素と水分の供給口を設け、ロストル蓋上部への焼却処

理物供給部を設けたことを特徴とする超高温燃焼炉によ

り目的を達成した。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
　 コ ー ク ス に 酸 素 と 水 分 と を 供 給 し つ つ プ ラ ズ マ 放 電 さ せ て 高 温 炎 を 生 成 し 、 こ の 高 温 炎
に よ り 、 前 記 水 分 を 水 素 と 酸 素 に 分 解 し て 、 こ れ を 燃 焼 さ せ 、 超 高 温 炎 を 生 成 す る こ と を
特 徴 と し た 超 高 温 炎 生 成 方 法 。
【 請 求 項 ２ 】
　 酸 素 は 、 加 圧 酸 素 又 は 加 熱 ・ 加 圧 空 気 と す る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ 記 載 の 超 高 温 炎
生 成 方 法 。
【 請 求 項 ３ 】
　 水 分 は 、 雰 霧 状 又 は 水 蒸 気 と し て 供 給 す る こ と を 特 徴 と し た 請 求 項 １ 記 載 の 超 高 温 炎 生
成 方 法 。
【 請 求 項 ４ 】
　 耐 火 壁 で 囲 ま れ た 炉 内 の 中 央 部 に ロ ス ト ル を 設 置 し 、 該 ロ ス ト ル 上 へ の コ ー ク ス 供 給 部
を 設 け る と 共 に 、 放 電 用 の 電 極 を 配 置 し 、 ロ ス ト ル の 中 央 部 に 酸 素 と 水 分 の 供 給 口 を 設 け
、 ロ ス ト ル 蓋 の 上 部 へ の 焼 却 処 理 物 の 供 給 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と す る 超 高 温 燃 焼 炉 。
【 請 求 項 ５ 】
　 請 求 項 ４ 記 載 の 超 高 温 燃 焼 炉 へ 、 燃 料 供 給 装 置 及 び 焼 却 処 理 物 供 給 装 置 を 設 け る と 共 に
、 排 気 処 理 装 置 及 び 排 熱 回 収 装 置 を 付 設 し た こ と を 特 徴 と す る 生 ご み 等 焼 却 装 置 。
【 請 求 項 ６ 】
　 焼 却 処 理 物 は 、 生 ご み 又 は 産 業 廃 棄 物 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５ 記 載 の 生 ご み 等
焼 却 装 置 。
【 請 求 項 ７ 】
　 燃 料 供 給 装 置 は 、 コ ー ク ス 供 給 装 置 と 、 酸 素 及 び 水 分 供 給 装 置 と し た こ と を 特 徴 と す る
請 求 項 ５ 記 載 の 生 ご み 等 焼 却 装 置 。
【 請 求 項 ８ 】
　 排 気 処 理 装 置 は 、 触 媒 装 置 、 冷 却 装 置 及 び 熱 交 換 器 並 び に 分 離 装 置 と し た こ と を 特 徴 と
す る 請 求 項 ５ 記 載 の 生 ご み 等 焼 却 装 置 。
【 請 求 項 ９ 】
　 排 熱 回 収 装 置 は 、 熱 交 換 器 、 蒸 気 タ ー ビ ン 及 び 発 電 機 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ５
記 載 の 生 ご み 等 焼 却 装 置 。
【 請 求 項 １ ０ 】
　 両 端 部 を 塞 い だ 円 筒 の 内 側 壁 に 多 数 の 電 極 を 並 列 設 置 し て 、 前 記 円 筒 を 横 架 す る と 共 に
、 一 側 に 排 煙 な ど の 処 理 気 体 の 供 給 パ イ プ を 連 結 し 、 他 側 に 排 気 パ イ プ と 排 水 パ イ プ を 設
け 、 下 部 へ 冷 却 水 の 供 給 パ イ プ を 連 設 し た こ と を 特 徴 と す る 生 ご み 等 焼 却 装 置 の 排 気 冷 却
装 置 。
【 請 求 項 １ １ 】
　 冷 却 水 は 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 液 又 は 水 と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ０ 記 載 の 生 ご み
等 焼 却 装 置 の 排 気 冷 却 装 置 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 プ ラ ズ マ 放 電 、 コ ー ク ス 燃 焼 及 び 水 の 分 解 に よ る 水 素 の 燃 焼 に よ り 超 高 温
炎 を 生 成 す る 燃 焼 炉 と 、 こ れ を 利 用 す る 生 ご み 等 焼 却 装 置 を 得 る こ と を 目 的 と し た 超 高 温
炎 生 成 方 法 及 び 超 高 温 燃 焼 炉 並 び に 生 ご み 等 焼 却 装 置 と そ の 排 気 冷 却 装 置 に 関 す る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 プ ラ ズ マ 放 電 、 ア ー ク 放 電 、 各 種 気 体 又 は 液 体 を 燃 料 と す る 高 温 炉 が 知 ら れ て お り
、 金 属 溶 融 炉 又 は 産 業 廃 棄 物 の 高 温 焼 却 炉 等 に 使 用 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 前 記 技 術 の 利 用 と し て は 、 金 属 電 解 炉 、 溶 鉱 炉 、 産 業 廃 棄 物 の 焼 却 炉 な ど と し て 使 用 さ
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れ て い る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ ３ － ６ ５ ５ １ ５
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ １ ６ ２ ２ ４
【 特 許 文 献 ３ 】 特 開 平 １ ０ － ６ ６ ９ ４ ８
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 特 に 生 ご み （ 生 活 廃 棄 物 ） 又 は 産 業 廃 棄 物 （ 以 下 、 焼 却 処 理 物 と い う ） が 膨 大 と な っ て
、 投 棄 場 所 の 関 係 上 そ の 投 棄 が 困 難 に な り 、 夫 々 焼 却 に 望 を つ な い だ が 、 焼 却 温 度 が 低 下
（ 例 え ば ８ ０ ０ ℃ 以 下 ） す る と 、 ダ イ オ キ シ ン そ の 他 の 有 害 物 質 の 分 解 が 不 十 分 の 為 に 環
境 破 壊 の お そ れ が あ り 、 か つ 焼 却 に 際 し Ｃ Ｏ ２ の 排 出 量 が 増 大 す る な ど の 幾 多 の 問 題 点 が
あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 そ こ で 大 型 焼 却 炉 を 導 入 す る と 共 に 、 連 続 焼 却 に よ っ て ８ ０ ０ ℃ 以 下 の 低 温 焼 却 を 皆 無
に し よ う と す る 対 策 が と ら れ て い た が 、 Ｃ Ｏ ２ の 排 出 量 を 減 少 さ せ る こ と は で き な い と い
う 問 題 点 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 ま た ア ー ク 炉 又 は プ ラ ズ マ 炉 は 、 熱 源 が 電 気 放 電 で あ る か ら 、 必 要 な エ ネ ル ギ ー は 総 て
電 気 の 消 費 量 と な る 問 題 点 が あ っ た 。 次 に 、 生 ご み 焼 却 炉 な ど に お け る 廃 熱 利 用 に つ い て
は 、 い ま だ 不 十 分 で あ っ て 、 熱 効 率 の 向 上 に 直 結 し て い な い と い う 問 題 点 が あ っ た 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 然 る に こ の 発 明 は 、 酸 素 供 給 下 （ 空 気 も 同 じ ） に お い て 、 コ ー ク ス を プ ラ ズ マ 放 電 に よ
っ て 高 温 燃 焼 （ 例 え ば ２ ０ ０ ０ ℃ 以 上 ） さ せ 、 こ の 高 温 に よ り 生 ご み 等 を 急 速 高 温 焼 却 す
る こ と に よ り 、 燃 焼 部 分 に 供 給 し た 水 分 及 び 生 ご み 等 か ら 分 離 し 、 浄 化 し た 水 分 を 瞬 時 に
水 素 と 酸 素 に 分 解 し 、 そ の 混 合 ガ ス を 生 ご み 等 の 燃 焼 に 用 い て 超 高 温 （ ３ ０ ０ ０ ℃ 以 上 ）
を 生 成 し 、 こ れ に よ り 生 ご み 等 を 焼 却 処 理 す る こ と に 成 功 し た の で あ る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 即 ち 方 法 の 発 明 は 、 コ ー ク ス に 酸 素 （ 空 気 ） と 水 分 と を 供 給 し つ つ プ ラ ズ マ 放 電 さ せ て
高 温 炎 を 生 成 し 、 こ の 高 温 炎 に よ り 、 前 記 水 分 を 水 素 と 酸 素 に 分 解 し て 、 こ れ を 燃 焼 さ せ
、 超 高 温 炎 を 生 成 す る こ と を 特 徴 と し た 超 高 温 炎 生 成 方 法 で あ り 、 酸 素 は 、 加 圧 酸 素 又 は
加 熱 ・ 加 圧 空 気 と す る も の で あ り 、 水 分 は 、 雰 霧 状 又 は 水 蒸 気 と し て 供 給 す る も の で あ る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 炉 内 中 心 部 に は 、 水 分 を 分 解 し た 水 素 が 供 給 さ れ る が 、 そ の 周 囲 に は ロ ス ト ル 下 部 よ り
送 風 ブ ロ ワ ー で 空 気 を 供 給 し 、 コ ー ク ス を 燃 焼 さ せ て い る 。 送 風 は 風 量 調 整 を 可 能 に す る
機 能 を 備 え 、 炉 内 の 温 度 調 整 に も 関 係 す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 ま た 燃 焼 炉 の 発 明 は 、 耐 火 壁 で 囲 ま れ た 炉 内 の 中 央 部 に ロ ス ト ル を 設 置 し 、 該 ロ ス ト ル
上 へ の コ ー ク ス 供 給 部 を 設 け る と 共 に 、 放 電 用 の 電 極 を 配 置 し 、 ロ ス ト ル の 中 央 部 に 酸 素
と 水 分 の 供 給 口 を 設 け 、 ロ ス ト ル 蓋 の 上 部 へ の 焼 却 処 理 物 の 供 給 部 を 設 け た こ と を 特 徴 と
す る 超 高 温 燃 焼 炉 で あ る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 次 に 焼 却 装 置 の 発 明 は 、 前 記 記 載 の 超 高 温 燃 焼 炉 へ 、 燃 料 供 給 装 置 及 び 焼 却 処 理 物 供 給
装 置 を 設 け る と 共 に 、 排 気 処 理 装 置 及 び 排 熱 回 収 装 置 を 付 設 し た こ と を 特 徴 と す る 生 ご み
等 焼 却 装 置 で あ り 、 焼 却 処 理 物 は 、 生 ご み 又 は 産 業 廃 棄 物 と し た も の で あ り 、 燃 料 供 給 装
置 は 、 コ ー ク ス 供 給 装 置 と 、 酸 素 （ 空 気 ） 及 び 水 分 供 給 装 置 と し た も の で あ る 。 ま た 、 排
気 処 理 装 置 は 、 触 媒 装 置 、 冷 却 装 置 及 び 熱 交 換 器 並 び に 分 離 装 置 と し た も の で あ り 、 排 熱
回 収 装 置 は 、 熱 交 換 器 、 蒸 気 タ ー ビ ン 及 び 発 電 機 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
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　 ま た 、 両 端 部 を 塞 い だ 円 筒 の 内 側 壁 に 多 数 の 電 極 を 並 列 設 置 し て 、 前 記 円 筒 を 横 架 す る
と 共 に 、 一 側 に 排 煙 な ど の 処 理 気 体 の 供 給 パ イ プ を 連 結 し 、 他 側 に 排 気 パ イ プ と 排 水 パ イ
プ を 設 け 、 下 部 へ 冷 却 水 の 供 給 パ イ プ を 連 設 し た こ と を 特 徴 と す る 生 ご み 等 焼 却 装 置 の 排
気 冷 却 装 置 で あ り 、 冷 却 水 は 、 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 液 又 は 水 と し た も の で あ る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 前 記 に お い て 、 プ ラ ズ マ 放 電 と 、 コ ー ク ス の 燃 焼 は 超 高 温 炎 （ ２ ０ ０ ０ ℃ 以 上 ） の 生 成
に よ り 、 水 分 を 瞬 時 に 水 素 と 酸 素 に 分 解 し 、 こ れ を 燃 焼 さ せ る こ と を 目 的 と し て お り 、 生
ご み 等 の 焼 却 に 要 す る 熱 量 の ６ ０ ％ ～ ７ ０ ％ は 、 水 分 の 分 解 に よ り 生 成 さ れ た 水 素 と 酸 素
を 使 用 す る 。 従 っ て 、 生 ご み 等 の 焼 却 処 理 に 拘 ら ず 、 発 生 す る Ｃ Ｏ ２ を 著 し く 少 な く し て
多 量 の 廃 棄 物 を 処 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 前 記 焼 却 に よ り 生 じ た 高 熱 排 気 は 、 熱 交 換 器 に よ っ て 過 熱 蒸 気 と し て 取 り 出 し 、 タ ー ビ
ン を 回 転 さ せ て 発 電 さ せ る と 共 に 、 タ ー ビ ン か ら の 排 気 は 更 に 熱 交 換 し て 乾 燥 用 に 使 用 し
、 更 に 焼 却 炉 へ の 空 気 又 は 酸 素 を 加 熱 す る の に 使 用 す る こ と に な る 。 例 え ば 常 温 の 酸 素 又
は 空 気 を ３ ０ ０ ℃ 以 上 の 酸 素 又 は 空 気 に 加 熱 す る の で 、 熱 効 率 を 著 し く 向 上 さ せ る こ と が
で き る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 前 記 タ ー ビ ン に よ り 生 じ た 電 気 は 、 焼 却 装 置 の 放 電 電 源 、 各 種 動 力 へ の 電 源 及 び 制 御 機
器 の 電 源 と し て 使 用 す る 。 ま た 余 分 の 電 力 は 工 場 外 の 給 電 又 は 売 電 す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 前 記 燃 焼 炉 中 に は 、 コ ー ク ス の 燃 焼 に プ ラ ズ マ 放 電 が 加 え ら れ る の で 、 電 極 間 に 磁 場 が
で き て 、 磁 力 線 を 形 成 し 、 化 学 反 応 に 伴 い 原 子 核 の 回 り の 電 子 を 遊 離 し て 電 離 層 を 形 成 す
る も の と 考 え ら れ る 。 従 っ て 、 原 子 核 と 電 子 と は 夫 々 エ ネ ル ギ ー を 得 て 空 間 を 飛 び 回 り 、
混 沌 状 態 と な り 、 液 体 で も 気 体 で も な い 状 態 の プ ラ ズ マ と な る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 こ の 発 明 に よ れ ば 、 プ ラ ズ マ 放 電 に よ っ て 酸 素 （ 空 気 ） 供 給 下 で コ ー ク ス の 燃 焼 速 度 を
速 め さ せ る の で （ 例 え ば 速 度 が １ ０ 倍 位 に な る ） 、 超 高 温 炎 を 生 じ 、 こ れ に よ り 供 給 し た
水 分 、 生 ご み 等 か ら 分 離 し た 水 分 を 浄 化 し た 後 、 分 解 し て 水 素 と 酸 素 と し て こ れ を 燃 焼 さ
せ る の で 、 超 高 温 燃 焼 と な っ て 、 生 ご み 等 を 完 全 燃 焼 さ せ る こ と が で き る 効 果 が あ る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 前 記 排 気 は 、 熱 交 換 し て 、 こ の エ ネ ル ギ ー を 電 気 に 変 え 、 前 記 放 電 の 電 源 そ の 他 に 使 用
し 得 る と 共 に 、 酸 素 （ 空 気 ） を 加 温 し 、 乾 燥 又 は 加 熱 の 熱 源 と し て 使 用 し 、 余 剰 電 気 は 売
る こ と が で き る な ど 、 エ ネ ル ギ ー の 自 給 と 、 収 入 源 の 一 部 と す る こ と が で き る な ど の 効 果
が あ る 。 ま た 発 生 （ 使 用 ） エ ネ ル ギ ー の 量 に 比 し 、 Ｃ Ｏ ２ の 発 生 量 が 少 な い な ど の 効 果 が
あ り 、 排 気 処 理 に よ り Ｃ Ｏ ２ の 排 出 を ０ に す る こ と も で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 前 記 で 生 じ た 灰 は 、 超 高 温 に よ っ て ガ ラ ス 質 の 結 晶 体 と な り 、 他 の 目 的 （ 例 え ば 建 材 な
ど ） に 使 用 す る こ と が で き る 。 前 記 燃 焼 炉 を 、 不 完 全 燃 焼 の 灰 の 処 理 に 使 用 す れ ば 、 全 部
硝 子 質 の 灰 と し て 処 理 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 ま た 、 燃 焼 は 十 分 な 空 気 が 供 給 さ れ る 為 に 、 急 速 燃 焼 と 超 高 温 で あ る 為 に ダ イ オ キ シ ン
の 生 成 は 不 可 能 な ほ ど の 燃 焼 ス ピ ー ド で あ り 、 従 っ て ダ イ オ キ シ ン の 生 成 は 不 可 能 で あ る
。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ １ 】
　 こ の 発 明 は 、 コ ー ク ス に 酸 素 （ 空 気 ） と 水 分 を 供 給 す る と 共 に 、 プ ラ ズ マ 放 電 さ せ 、 こ
れ に よ り 容 易 に 超 高 温 炎 を 生 成 で き る 。 ま た 、 炉 内 温 の 立 ち 上 が り を 急 速 に す る こ と が 可
能 で あ る （ ２ ０ ０ ０ ℃ 以 上 に な る ） 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
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　 そ こ で 前 記 超 高 温 炎 （ 例 え ば ２ ０ ０ ０ ℃ 以 上 ） を 生 ご み 等 よ り 得 た 水 分 に ぶ つ け て こ れ
を 分 解 す る こ と に よ り 、 水 素 と 酸 素 を 生 じ る の で 、 こ れ を 燃 焼 さ せ る こ と に よ り 超 高 温 （
例 え ば ３ ０ ０ ０ ℃ 以 上 ） で 生 ご み 等 を 焼 却 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
　 従 っ て 、 完 全 燃 焼 で 廃 棄 物 （ 砂 な ど ） が 少 な く な る と 共 に 、 Ｃ Ｏ ２ の 発 生 量 を 激 減 さ せ
、 か つ ダ イ オ キ シ ン そ の 他 の 有 害 ガ ス は 総 て 分 解 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 ま た 排 気 を 熱 交 換 し 、 発 電 そ の 他 に 再 生 利 用 す る こ と が で き る と 共 に 、 再 生 に よ り 余 分
の 電 気 エ ネ ル ギ ー を 生 じ た 際 は 、 蓄 積 し 、 販 売 し 、 自 給 自 足 す る こ と が で き る の で 、 一 旦
運 転 後 は 、 コ ー ク ス と 、 生 ご み 等 を 供 給 す る ほ か は 、 何 等 の 供 給 物 も 不 必 要 に な り 、 余 分
の 電 気 エ ネ ル ギ ー に 関 し て は 充 電 も 可 能 で あ っ て 、 半 自 立 型 の 生 ご み 等 焼 却 装 置 と す る こ
と が で き る 。
【 実 施 例 １ 】
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 こ の 発 明 を 図 １ の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る と 、 ロ ス ト ル 上 へ 例 え ば コ ー ク ス １ ０ ｋ ｇ を
供 給 し 、 こ れ に ２ ０ ０ Ｖ × ５ ０ Ａ で プ ラ ズ マ 放 電 を 発 生 さ せ る と 共 に 、 ３ ０ ０ ℃ の 酸 素 （
又 は 空 気 ） １ 時 間 当 り １ ０ ｋ ｇ 給 送 す る と 、 高 温 炎 の 中 心 温 度 ２ ５ ０ ０ ℃ と な る 。 ま た 、
生 ご み か ら 分 離 し た 水 分 を 加 温 し （ ３ ０ ０ ℃ 以 上 ） 、 前 記 コ ー ク ス の 下 部 か ら １ 時 間 当 り
３ ０ ０ リ ッ ト ル を 給 送 す る 。 前 記 に お い て 、 水 分 は ２ ５ ０ ０ ℃ 以 上 の 高 温 に あ っ て 瞬 時 に
水 素 と 酸 素 に 分 解 し 、 こ れ を 燃 焼 さ せ る こ と に よ り ３ ０ ０ ０ ℃ 以 上 の 超 高 温 炎 を 生 成 す る
こ と が で き る の で 、 生 ご み は 急 速 に 完 全 燃 焼 し 、 無 機 質 （ 灰 ） と な る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
　 前 記 生 ご み の 燃 焼 に よ り 生 じ た 排 気 ガ ス は 、 第 １ の 触 媒 層 （ パ ラ ジ ュ ー ム 、 又 は 白 金 な
ど ） に よ り Ｎ Ｏ Ｘ 、 Ｓ Ｏ Ｘ を 分 解 処 理 し た 後 、 第 ２ の 触 媒 層 （ 例 え ば シ リ カ 、 ア ル ミ ナ な
ど ） に よ り Ｃ Ｏ ２ を 吸 着 処 理 し 、 つ い で 第 １ の 熱 交 換 器 で １ ５ ０ ０ ℃ 程 度 の 排 気 を １ ０ ０
０ ℃ 以 下 と し 、 更 に 第 ３ の 触 媒 筒 に よ り 、 金 属 固 形 物 の 分 離 と 、 前 記 で 処 理 で き な か っ た
Ｃ Ｏ ２ を 処 理 し 、 排 気 は 濾 過 し て 微 粒 固 形 物 を 除 去 し た 後 外 界 へ 排 出 す る 。 よ っ て Ｃ Ｏ ２

は 殆 ん ど ０ に な る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 前 記 触 媒 筒 に よ り 冷 却 排 出 し た 水 は 、 タ ン ク へ 戻 し 、 再 使 用 に 備 え る 。 前 記 熱 交 換 し た
高 温 排 気 （ １ ０ ０ ０ ℃ ～ １ ５ ０ ０ ℃ ） は 、 タ ー ビ ン に 供 給 し 、 そ の 羽 根 を 回 転 さ せ て 発 電
機 を 回 転 さ せ 、 電 気 を 発 生 さ せ る 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 タ ー ビ ン の 排 気 は 、 更 に 熱 交 換 し て 生 ご み な ど 、 供 給 す る 可 燃 物 を 加 熱 す る と 共 に 、 生
ご み か ら 出 た 水 を 加 熱 し 、 蒸 気 と し て コ ー ク ス の 下 部 へ 給 送 す る 。 ま た 第 ２ の 熱 交 換 器 を
経 た 排 気 は 、 煉 瓦 な ど の 乾 燥 空 気 と し て 使 用 し 、 液 化 し た 後 、 再 び 第 １ の 熱 交 換 器 へ 戻 し
、 高 熱 排 気 と 熱 交 換 さ せ 、 循 環 利 用 す る 。
【 実 施 例 ２ 】
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 こ の 発 明 の 生 ご み 等 焼 却 装 置 の 実 施 例 に つ い て 説 明 す る と 、 炉 ６ の 中 央 部 へ ロ ス ト ル １
を 設 置 し 、 ロ ス ト ル １ 上 へ コ ー ク ス ３ を 入 れ て 、 ロ ス ト ル １ へ 放 電 用 電 極 ４ 、 ４ を 設 置 す
る 。 前 記 ロ ス ト ル 蓋 ２ 上 へ 、 生 ご み ７ を 投 入 し 、 そ の 上 部 へ Ｎ Ｏ Ｘ 、 Ｓ Ｏ Ｘ の 触 媒 層 ８ と
、 Ｃ Ｏ ２ の 触 媒 層 ９ を 設 け て 、 燃 焼 炉 １ ０ を 構 成 す る （ 図 ２ 、 ３ ） 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 前 記 燃 焼 炉 １ ０ の 排 気 路 １ １ に 第 １ の 熱 交 換 器 １ ２ 、 冷 却 装 置 １ ３ を 連 設 し 、 冷 却 装 置
１ ３ の 排 気 は 、 活 性 炭 層 １ ４ 、 シ リ カ ゲ ル 層 １ ５ を 経 て 、 外 界 へ 放 出 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 前 記 第 １ の 熱 交 換 器 １ ２ を 経 た 高 温 空 気 （ １ ０ ０ ０ ℃ ～ １ ５ ０ ０ ℃ ） は 、 タ ー ビ ン １ ６
の 羽 根 を 回 転 し 、 発 電 機 １ ７ を 回 転 さ せ て 発 電 し 、 そ の 排 気 は 、 第 ２ の 熱 交 換 器 １ ８ を 経
て 、 ３ ０ ０ ℃ ～ ４ ０ ０ ℃ の 加 熱 空 気 と な り 、 煉 瓦 工 場 １ ９ の 乾 燥 室 へ 送 ら れ 、 水 に し 、 前
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記 第 １ の 熱 交 換 器 １ ２ へ 返 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 ま た 第 ２ の 熱 交 換 器 １ ８ で 得 た 加 熱 空 気 は 、 生 ご み の ホ ッ パ ー ２ ０ の 下 部 と 、 前 記 燃 焼
炉 １ ０ を 結 ぶ ロ ー タ リ ー キ ル ン ２ １ 内 の 生 ご み の 加 熱 に 使 用 し 、 か つ 生 ご み か ら 生 じ た 水
分 を ３ ０ ０ ℃ 程 度 に 加 熱 し 、 蒸 気 と し て ロ ス ト ル １ へ パ イ プ ２ ２ で 給 送 す る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 従 っ て パ イ プ ２ ２ か ら は 、 加 熱 加 圧 蒸 気 と な っ て 、 加 熱 加 圧 空 気 と 共 に 、 コ ー ク ス ３ 内
へ 供 給 さ れ る 。 ま た ブ ロ ワ ー ５ ５ か ら 加 圧 空 気 を 送 り 、 酸 素 を 供 給 す る 。 パ イ プ ２ ２ ａ の
先 端 は 、 パ イ プ ２ ２ と 共 用 に し て も よ い 。 酸 素 が 十 分 送 ら れ て い れ ば 空 気 は 送 ら な い こ と
も あ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 前 記 冷 却 装 置 １ ３ は 、 図 ５ に 示 す よ う に 円 筒 ２ ３ の 内 周 壁 に 電 極 ２ ４ 、 ２ ４ を 並 列 設 置
し 、 一 端 に 排 気 給 送 パ イ プ ２ ５ を 設 け る と 共 に 、 下 部 に 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 液 の 加 圧 流 入 パ
イ プ ５ を 接 線 状 に 設 け て 冷 却 水 と し 、 他 側 に 排 気 パ イ プ ２ ６ と 排 水 パ イ プ ２ ７ を 設 置 す る
。 前 記 排 気 パ イ プ ２ ６ か ら の 排 気 は 、 銀 塗 抹 ・ 活 性 炭 層 １ ４ で 有 害 ガ ス を 分 解 し 、 つ い で
シ リ カ ゲ ル 層 １ ５ で 有 害 ガ ス を 吸 着 し た 濾 過 部 を 経 て 外 界 へ 放 出 さ れ る （ 図 ２ 、 ５ ） 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 一 方 排 水 パ イ プ ２ ７ は 、 気 水 分 離 器 ３ ０ 、 第 １ 水 タ ン ク ３ １ と ポ ン プ Ｐ １ を 経 て 第 ２ 水
タ ン ク ３ ２ を 順 次 連 結 し 、 第 ２ 水 タ ン ク ３ ２ の 給 水 パ イ プ ３ ３ は 、 ポ ン プ Ｐ ２ と ト ル マ リ
ン 入 り の 処 理 層 ３ ４ を 経 て 冷 却 装 置 １ ３ に 給 水 す る （ 図 ２ ） 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
　 前 記 分 離 器 ３ ０ は 、 有 頂 有 底 の 円 筒 ３ ５ の 内 側 壁 に 電 極 ３ ６ 、 ３ ６ を 等 間 隔 に 埋 設 し 、
上 部 に 冷 却 装 置 の 排 水 パ イ プ ２ ７ を 連 結 す る と 共 に 、 排 気 パ イ プ ３ ７ を 連 結 し 、 下 部 に 第
１ タ ン ク ３ ２ と 結 ぶ 排 水 パ イ プ ３ ８ を 連 結 し 、 側 壁 下 部 へ 接 線 状 に 給 気 パ イ プ ２ ８ が 連 結
し て あ る 。 前 記 電 極 は 異 金 属 と し て 、 相 互 間 に も 微 弱 電 流 が 通 電 す る よ う に し て あ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 図 中 ３ ９ は 、 生 ご み ７ を 投 入 す る 炉 側 の ホ ッ パ ー ４ １ 上 へ 上 昇 す る 排 気 収 集 用 の ホ ッ パ
ー で あ っ て 、 そ の 排 気 パ イ プ ４ ２ は 前 記 冷 却 装 置 の 排 気 パ イ プ ２ ６ と 連 結 し て あ る 。 ま た
２ ９ は 生 ご み 積 載 車 、 ４ ３ は 灰 積 載 車 、 ４ ４ は ホ ッ パ ー 、 ４ ５ は ベ ル ト コ ン ベ ア で あ っ て
、 可 燃 物 を 含 む 灰 の 場 合 に は 、 こ の 燃 焼 炉 １ ０ を 利 用 し て 再 加 熱 し 、 ガ ラ ス 化 す る こ と が
で き る 。 図 １ ０ 中 ５ ６ は シ ュ ー ト で あ る （ 図 ２ 中 ホ ッ パ ー ４ ４ 、 ベ ル ト コ ン ベ ア ４ ５ は 灰
の 焼 却 の 際 に の み 使 用 す る ） 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 次 に ４ ６ 、 ４ ６ ａ は 炭 ホ ッ パ ー 及 び コ ー ク ス ホ ッ パ ー 、 ４ ７ 、 ４ ７ ａ は ベ ル ト コ ン ベ ア
、 ４ ８ は 灰 取 出 口 で あ る 。 図 中 ５ １ は 水 酸 化 ナ ト リ ウ ム 槽 、 ５ ２ は 定 量 フ ィ ー ダ ー 、 ５ ３
は 水 槽 で あ る 。 前 記 炭 は 、 触 媒 層 ８ に 詰 め 込 み 、 Ｃ Ｏ ２ の 処 理 を 行 う 為 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 ま た 生 ゴ ミ を ジ ス ポ ー ザ ー ４ ９ に か け 、 水 と 共 に バ イ オ タ ン ク ５ ０ に 入 れ て 発 酵 さ せ 、
こ れ に よ り 生 じ た ア ル コ ー ル 分 を ア ル コ ー ル 槽 ５ ４ に 入 れ 、 こ れ を 燃 焼 炉 中 へ 供 給 す る こ
と も で き る 。 前 記 実 施 例 に お い て 、 コ ー ク ス を プ ラ ズ マ 放 電 に よ り 高 温 炎 化 す る と 共 に 、
水 分 の 分 解 に よ り 生 じ た 水 素 と 酸 素 に よ っ て 超 高 温 化 し 、 こ れ に よ り 生 ご み を 超 高 温 焼 却
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
　 図 １ １ に よ り 、 廃 棄 物 か ら メ タ ン 又 は 水 素 を 生 産 す る も の に つ い て 説 明 す る と 、 廃 棄 物
を ジ ス ポ ー ザ ー に 入 れ て 破 砕 し 、 こ の セ ル ロ ー ズ を 酵 素 に よ り 分 解 し て グ ル コ ー ス と し 、
グ ル コ ー ス に 酵 母 を 作 用 さ せ て ア ル コ ー ル を 生 産 す る 。 こ の ア ル コ ー ル か ら メ チ ル を 経 て
ガ ソ リ ン を 生 産 し 、 又 は 微 生 物 を 利 用 し て メ タ ン ガ ス 又 は 水 素 ガ ス を 発 生 さ せ て 、 こ れ を
焼 却 炉 に 吹 き 込 み 、 燃 焼 さ せ る こ と も で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 こ の よ う な 超 高 温 焼 却 に よ り 、 完 全 燃 焼 す る と 共 に 、 有 害 ガ ス を 分 解 し て 無 害 状 態 で 放
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出 す る 。 ま た 超 高 温 排 気 は 、 熱 交 換 に よ り 膨 大 な エ ネ ル ギ ー 源 と な る の で 、 発 電 及 び 加 熱
気 体 に よ る 加 熱 、 乾 燥 そ の 他 に 有 効 利 用 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 次 に こ の 発 明 の 電 極 に お け る 入 力 関 係 を 図 ７ に 基 づ い て 説 明 す る と 、 一 次 側 入 力 ６ ０ （
Ａ Ｃ ２ ０ ０ Ｖ 単 相 ） を 電 流 調 整 器 ６ １ （ ４ ～ ２ ０ ｍ ｍ Ａ 又 は ０ ～ ５ Ｖ ） に 接 続 し 、 つ い で
リ ア ク ト ル ト ラ ン ス ６ ２ と 、 炉 内 の 電 極 ４ 、 ４ に 接 続 す る 。 前 記 電 流 調 整 器 ６ １ は 、 自 動
切 換 え に な っ て い る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
　 ま た こ の 発 明 の ロ ス ト ル 部 分 を 模 式 図 （ 図 ８ ） に 基 づ い て 説 明 す る と 、 ロ ス ト ル １ の 中
央 部 に 酸 素 パ イ プ （ 加 熱 空 気 パ イ プ ） ２ ２ と 電 極 ４ 、 ４ が 設 け て あ る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 前 記 ロ ス ト ル １ の 下 部 に は 脚 杆 ５ ７ が 設 け て あ っ て 、 ロ ス ト ル １ を 所 定 間 隔 で 支 持 し て
い る 。 前 記 パ イ プ ２ ２ は 、 水 分 と 酸 素 の 供 給 パ イ プ ２ ２ 、 ２ ２ ａ と す る か 、 兼 用 す る こ と
も で き る （ 図 ８ ） 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の 発 明 の 燃 焼 炉 １ ０ は 、 内 槽 ６ ３ と 外 壁 ６ ４ の 間 に 間 隙 ６ ５ を 設 け 、 矢 示 ６ ６ の よ う
に 吹 き 上 げ ら れ た 灰 が 、 内 槽 ６ ３ と 、 外 壁 ６ ４ の 間 隙 ６ ５ を 矢 示 ６ ７ の よ う に 通 過 し 、 下
方 へ 落 下 し て 灰 室 ６ ８ へ 溜 ま る よ う に し て あ る 。 灰 室 ６ ８ の 底 板 ６ ９ は 金 属 製 で あ っ て 、
灰 は 比 較 的 急 速 に 冷 却 さ れ る （ 図 １ ０ ） 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
　 ま た ロ ス ト ル １ に 突 出 部 １ ａ を 設 け 、 突 出 部 １ ａ 内 に 電 極 ４ 、 ４ を 貫 通 設 置 し て あ る の
で 、 電 極 ４ 、 ４ は コ ー ク ス な ど か ら 保 護 さ れ て い る 。 ま た 突 出 部 １ ａ は 、 図 ９ （ ｂ ） の よ
う に 菱 形 を な し て お り 、 矢 示 ７ ０ の 方 向 か ら 供 給 さ れ る コ ー ク ス ３ が ス ム ー ス に 送 入 さ れ
る よ う に な っ て い る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ４ ７ 】
【 図 １ 】 こ の 発 明 の 実 施 例 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ２ 】 同 じ く 流 れ 図 。
【 図 ３ 】 同 じ く ロ ス ト ル 上 に コ ー ク ス を 入 れ た 状 態 の 一 部 拡 大 図 。
【 図 ４ 】 同 じ く 装 置 の 実 施 例 の 一 部 を 省 略 し た 斜 視 図 。
【 図 ５ 】 （ ａ ） 同 じ く 冷 却 装 置 の 実 施 例 の 一 部 を 切 断 し た 拡 大 正 面 図 、 （ ｂ ） 同 じ く 一 部
を 切 断 し た 拡 大 側 面 図 。
【 図 ６ 】 同 じ く 気 水 分 離 器 の 実 施 例 の 一 部 切 断 拡 大 斜 視 図 。
【 図 ７ 】 同 じ く 電 気 入 力 の ブ ロ ッ ク 図 。
【 図 ８ 】 同 じ く ロ ス ト ル の 模 式 図 で 、 （ ａ ） 平 面 図 、 （ ｂ ） 側 面 図 、 （ ｃ ） 正 面 図 。
【 図 ９ 】 （ ａ ） 同 じ く ロ ス ト ル と 電 極 の 側 面 拡 大 図 、 （ ｂ ） 同 じ く 平 面 拡 大 図 。
【 図 １ ０ 】 同 じ く 燃 焼 炉 の 一 部 を 省 略 し た 説 明 図 。
【 図 １ １ 】 同 じ く 生 ご み か ら ア ル コ ー ル を 生 成 す る ブ ロ ッ ク 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 １ 　 ロ ス ト ル
　 ２ 　 ロ ス ト ル 蓋
　 ３ 　 コ ー ク ス
　 ４ 　 電 極
　 ６ 　 炉 体
　 ７ 　 生 ご み
　 ８ 、 ９ 　 触 媒 層
　 １ ０ 　 燃 焼 炉
　 １ １ 　 排 気 路
　 １ ２ 　 第 １ の 熱 交 換 器
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　 １ ３ 　 冷 却 装 置
　 １ ４ 　 活 性 炭 層
　 １ ５ 　 シ リ カ ゲ ル 層
　 １ ６ 　 タ ー ビ ン
　 １ ７ 　 煉 瓦 工 場
　 １ ８ 　 第 ２ の 熱 交 換 器
　 ２ ０ 　 生 ご み ホ ッ パ ー
　 ２ １ 　 ロ ー タ リ ー キ ル ン
　 ３ ０ 　 分 離 器

【 図 １ 】 【 図 ２ 】
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】 【 図 ８ 】

【 図 ９ 】 【 図 １ ０ 】

(10) JP 2005-291590 A 2005.10.20



【 図 １ １ 】
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